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Summary   

This paper discusses the issue related to economic lives of a Mayan indigenous commu-  

nity in Cuchumatan Highland, Guatemala, Central America. The Guatemalaran People have 

been suffered by the political violence, la violencia, between the state-sponsored army and 

the left-Wing guerilla groups, during over thirty six years from 1961 to 1996. Under the  

globalizing economic process the people have been changed diversely their surviving 

strategies articulated their own domestic lives to the economic activities which newlyy  

trench into the communities．e.g. the flush of U.S. dollars into the community by sending 

immigrants. Each episode on their economic lives has significant allegorical meaning for  

cultural anthropologists who are concerned with the socio-political meaning of the eco-

nomic development of local indigenous communities in globalizing context. The author 

also examines the social use of the allegory of these episodes presented in this article；the

etymological significance of 'allegory means' a representation that interprets itself'.  
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＊＊  

r私はありふれた旅行記の形式と一線を画したことで、非難を受け  

ても弁Iylするつもりはない。というのも、私は公平な眼でものをみ  

てきたと考えているからであI）、思慮分別があるかどうかはともか  

くとして、少なくとも正和こ番いたと確宿しているからである」。  

マーク・トウェイン1869年【1997：1］  

「フォースの暗黒面に囚われてはならない」。  

オビワン・ケノーピー1977年  

1．はじめに   

私は本稿において、中央アメリカにあるグアテマラ共和国の西部に位挺す  

るクチュマタン高原のマヤ系先住民共同体（S町）における、社会と繰済の  

発展に対する人々の考え方と彼／彼女らのアイデンティティとの関わりにつ  

いて報告したい。私の年来の関心は、この地域における「政治的暴力と地域  

の開発現象の関係を明らかにする」［池田2002：49］ことにあり、これまで  

の私の拙い諸諭考［地相1997，19卵．2000a；Ikeda2000b］と極めて密接な  

関係がある。   

私が1996年末におこなった調査の際には、政府と反政府勢力の和平合意が  

あった。この当時の、人々の生活意識についての会話の中では、共同体の経  

済活動が活発になり、生活が変化しているという指摘が、数多く聞かれた。  

その中でも特に「今日びは眈争が戟しい」（〃町んり，〝”′C血－C¢呼g／g′－Cね）「1  

ケッツアルーグアテマラの通貨単位で15セント米ドル相当－でも俳けた  

い」（加′川′－2〟紘〟ん甲〟ereg〟闇r）「この町では誰もが商店や商売をもちた  

い」（・イ叩′c∫′殉∫′7e′・pビ′T〃柑叩お′で／e〃e′・∫〃〝′叩わ′喝OCわ）という商業活動  

についての発言が多くの拗で聞かれた。また、この町に観光が高じて半ば定  

任したり、定期的に調査する外国人に対して、人々は自分たちの企てに「投  

資」してみないかという誘いを積極的にかけることや、実際の投資話も聞か   
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